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１． 試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開かないでください。 

 

２． 問題は１～７まであります。ページの抜けや、印刷がかすれて見えにくい 

ところがある場合は、手をあげて申し出てください。 

３． 問題冊子・解答用紙に受験番号・氏名を必ず記入してください。 

４． 解答は、解答用紙の指定された場所に記入してください。 

５． 試験終了の合図まで静かに着席していてください。 

６． すべて、監督の先生の指示にしたがってください。 

７． 問題冊子・解答用紙ともに回収します。 

【注意事項】 



１ リスニングテスト（放送による指示に従って答えなさい。） 

 

【問題 A】次の A～Dの中から適するものをそれぞれ一つずつ選びなさい。 

＜対話文１＞ 

A. It was summer. 

B. It was spring. 

C. It was winter. 

D. It was fall. 

 

＜対話文２＞ 

A. She is looking for the station. 

B. She is looking for the exit gate. 

C. She is looking for the entrance gate. 

D. She is looking for the ticket machine. 

 

＜対話文３＞ 

A. She used her IC card. 

B. She used her debit card. 

C. She used her point card. 

D. She used her credit card. 

 

【問題 B】＜Question 1＞では、質問に対する答えを次の A～Dの中から選んで、その記号を 

答えなさい。＜Question 2＞では、質問に対する答えを英語で書きなさい。 

＜Question 1＞ 

A. It was held in the museum. 

B. It was held in the amusement park. 

C. It was held in the park. 

D. It was held in the food stalls. 

 

＜Question 2＞ 

10秒程度、答えを書く時間があります。 



２ （   ）に適する語を一つ選んで書きなさい。 

 

（１） You ( was / are / were ) busy last week. 

（２） She usually（go / goes / went ）to her office by train. 

（３） The baby is ( smileing / smiling / smiled ) at me. 

（４） John can ( plays / play / played ) the piano. 

（５） This soup is ( hottest / hotter / as hot as ) than that soup. 

（６） When did you finish ( did / doing / to do ) your homework? 

（７） Mr. Smith left Osaka ( in / to / for ) New York. 

（８） I have a friend ( who / whose / where ) lives in Hokkaido. 

（９） Chinese（speaks / spoke / is spoken）by many people. 

（１０）This is the picture ( took / taken / taking ) by him. 

 

３ 次の（  ）内に適語を入れて、日本文に合う英文を完成させなさい。 

 

（１） あなたは彼の誕生日を覚えておくべきです。 

You （      ）remember his birthday. 

（２） 彼はあのとき手紙を書いていた。 

He （      ）writing a letter then. 

（３） あなたの母はあなたの父と同じ年である。 

Your mother is （      ）old as your father. 

（４） その車は毎週私の兄によって洗われている。 

The car is （      ）by my brother every week. 

（５） ２人の女の子と３人の男の子がいる。 

There are two girls and three （      ）. 

（６） 私は英語を勉強するためにその映画を見ている。 

I watch the movie （      ）study English. 

 



（７） 私たちはビデオゲームで遊ぶことを楽しんだ。 

We enjoyed （      ）video games. 

（８） あなたはいつも昼食に何を食べていますか？ 

（      ）do you usually eat for lunch? 

（９） 私はやることがたくさんある。 

I have many （      ）to do. 

（１０）私は本を読んでいる女の子を知っている。 

I know the girl （      ）a book. 

 

 

４ 次の日本文の意味に合うように（   ）内の語句を並べかえて英文を完成させなさい。 

  ただし、文頭にくる語も小文字にしてあります。           

 

（１） 私はあなたがどこにいるか知らない。 

（ don’t / are / know / where / I / you ）. 

（２） 美術館までの道のりを教えてくれますか？ 

（ tell me / can / how to get / you / to the museum ）? 

（３） どれくらいの頻度で朝食を作りますか？ 

（ cook / often / do /you / how / breakfast ）? 

（４） 今までシドニーに行ったことはありますか？ 

（ been to / have / ever / Sydney / you ）? 

（５） 私は私の友人にもう一度会いに行く予定です。 

（ am / I / my friend / going / again / to see ）. 

 

 

 



５ 次の Akiと日本に留学中のMikeの会話を読んで、あとの問いに答えなさい。 

Aki: Our train is late. We have to wait. Let’s sit on the chairs over there. 

Mike: OK. 

Aki: What are you reading, Mike? 

Mike: Oh, a book about Japanese food. ①There are a lot of beautiful pictures in it. Look at 

 this! ②(want / this food / to eat / I ). 

Aki: That’s chirashi-zushi. My mother cooks very well. She can make ③it for you next 

 Sunday. How about having lunch at my house next Sunday? 

Mike: I’m sorry, but I can’t. My family will come to see me from Australia next Saturday. 

 So I’m going to show them around the city on Sunday. 

Aki: Really? Well, I have a good idea. Can you come to my house with your family in the 

 evening after seeing the city? Let’s eat Japanese food together with my family. Of course,  

you can eat chirashi-zushi. 

Mike: That’s exciting! My family will be happy, too. 

Aki: Will all your family come to Japan? 

Mike: Yes. My parents and my sister. 

Aki: We’ll have a big party! My mother and father will cook dinner, and I’ll help them. I can’t  

wait! 

Mike: That will be fun! Thank you, Aki. 

Aki: You’re welcome. 

Mike: Oh, our train is coming. Let’s go, Aki. 

 

（１）下線部①とほぼ同じ内容の文になるように、（   ）に適する語を書きなさい。 

 The book (      ) a lot of beautiful pictures. 

 

（２）下線部②の（   ）内の語を正しく並べかえなさい。 

 

（３）下線部③itが示すものを日本語で答えなさい。      

 



（４）次の質問に対してあなたの意見を書きなさい。 

What did you do on New Year’s Day with your family? 

 

 

６ 次の英文を読んで、あとの問いに答えなさい。 

 In December 2013, washoku became an *“Intangible Culture Heritage.” What makes 

washoku special? The Japanese government gives four reasons. 

  First, Japan has four distinct seasons and choosing fresh food in each season is 

important. Enjoying the taste of each ingredient is important too, and in washoku the taste of 

the individual ingredients is always clear. 

 Second, washoku is very healthy. The graph below shows shoes that washoku contains 

many healthy ingredients. An average Japanese meal has a healthier nutritional balance than 

an average European or American one. And because of this, ①( longer / Japanese people / to 

live / tend ). 

 Third, there are special traditional foods for annual events. For example, Japanese 

people often eat black beans (kuro mame) at New Year. “Mame” means “hard-working” in 

addition to “bean.” Eating beans at New Year is a symbol of being healthy and working hard 

throughout the year. 

 Fourth, washoku looks good as well as tasting good. The cook thinks carefully about the 

color balance between the different items of food on the dish. He also decorates the dish with 

items from nature, for example, cherry blossoms in spring, or red or yellow leaves in autumn. 

Choosing the plates, bowls and dishes is important, too. 



  ②The seasons and Japanese customs make washoku special. Washoku is indeed an 

“Intangible Cultural Heritage” of Japan.  

（注）* Intangible Culture Heritage：無形文化遺産 

 

（１）下線部①が「日本人はより長く生きる傾向がある。」という意味になるように、（   ）内

の語句を正しく並べかえて全文を書きなさい。 

 

（２）下線部②の英文を日本語にしなさい。 

 

（３）本文の内容に合うものは〇、合わないものは×を解答用紙に記入しなさい。 

1. 日本には四季があり、それぞれの季節に合った食材を選ぶことは大切である。 

2. 和食は、ヨーロッパやアメリカの食事と同じぐらい健康である。 

3. 和食は味だけでなく見た目もよい。 

 

（４）本文の内容に合うように、（   ）に適切な語を書きなさい。ただし、与えられた文字で 

始めること。 

1. Japanese government （g         ）four reasons to make washoku special. 

2. “Mame” means “（b    ）” and “hard-working”. 

3. The cook cares about the color balance of different items of food and decorates the dish with  

items from（n    ）. 

 

 

 



７ 次の問いに、あなた自身の答えとその理由を英語で書きなさい。英文は、1文でも 2文以上に 

  なってもよい。あわせて 10語以上の文章にすること。 

   Which do you like better, playing sports or watching sports?  



　令和7年度　小石川淑徳学園高等学校　第1回一般入試　（英語）　解答用紙　2月10日（月）
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3 (1） (2） (3）
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(9） (10）

(4）

(5） (6） (7） (8）

(4） ?

(5） .

4 (1） .
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(2×5)

(1×10)

(2×10)

(3×5)

(1) 2点

(2) 3点

(3) 3×2=6

(1) 4点

/ 20

/ 15

1 gives 2 bean 3 nature

/ 10

Have you ever been to Sydney?

I am going to see my friend again.

I want to eat this food(2)has

ちらし寿司

（例）I ate osechi with my family and received otoshidama.

Japanese people tend to live longer

（例）その季節や日本の習慣は和食を特別にさせる。
(2) 4点

(3) 2×3=6

(4) 2×3=6

7

(4） / 20

(3） 1 〇 2 × 3 〇

受　験　番　号 氏　　　　　　名

/ 100

6 (1）

5 (1）

4 (1）

(2）

(3）

(4）

(4）

(3）

I don’t know where you are.

Can you tell me how to get to the museum?

How often do you cook breakfast?

/ 15(5）

(10） taken / 10

(5） boys (6）

(9） is spoken

(5） hotter

to (7） playing

(1） should (2） was (3） as

B 1 C 2 She watched a dance performance. / 10

(6） do (7） for (8） who

　令和7年度　小石川淑徳学園高等学校　第1回一般入試　（英語）　模範解答　2月10日（月）

1 A 1 A 2 D 3 A

2 (1） were goes(2） (3） smiling (4） play

(2）

3 (4） washed

(8） What

(9） things (10） reading
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- 1 -  
令和 7高「国語」一般 

【１】 

次
の―

線
部
の
漢
字
の
読
み
を
答
え
な
さ
い
。 

① 
力
の
均
衡
が
崩
れ
る
。 

② 

美
し
い
音
楽
の
旋
律
。 

③ 

顕
著
な
例
を
挙
げ
る
。 

④ 

全
体
像
を
把
握
で
き
な
い
。 

⑤ 

専
門
家
が
警
鐘
を
鳴
ら
す
。 

 

【２】 

次
の―

線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。 

① 

春
の
山
を
サ
ン
サ
ク
す
る
。 

② 

ド
ロ
ー
ン
を
ソ
ウ
ジ
ュ
ウ
す
る
。 

③ 

資
料
を
ユ
ウ
ビ
ン
で
送
る
。 

④ 

家
か
ら
学
校
ま
で
を
オ
ウ
フ
ク
す
る
。 

⑤ 

キ
ボ
の
大
き
い
工
事
が
始
ま
る
。 

      

【３】 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

白
石
弥
生
は
北
海
道
の
小
さ
な
村
に
あ
る
生
田
羽
中
学
校
の
分
校
へ通
う
三
年
生
で
、
分

校
に
は
弥
生
の
他
に
一
年
生
の
松
本
憲
太
・江
崎
学
・手
塚
み
な
み
・柏
木
亮
介
の
四
人
の
生

徒
が
通
っ
て
い
た
。
柏
木
亮
介
は
一
月
に
持
病
の
悪
化
に
よ
っ
て
東
京
で
入
院
し
た
が
、
教
員
で

あ
る
林
の
と
こ
ろ
に
は
元
気
に
な
っ
て
三
月
十
一
日(

東
日
本
大
震
災
発
生
日)

の
夕
方
に
東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
パ
レ
ー
ド
を
見
た
と
い
う
嘘
の
内
容
の
手
紙
が
卒
業
式
の
朝
に
届
い

た
。
本
文
は
東
日
本
大
震
災
の
四
日
後
に
卒
業
式
が
開
催
さ
れ
た
場
面
か
ら
始
ま
る
。 

 

「
あ
あ
、
戻
っ
て
き
ま
し
た
」 

佐
々
原
先
生
が
窓
に
向
け
た
目
を
細
め
て
、
言
っ
た
。
林
も
顔
を
上
げ
、
ま
だ
雪
が
た
っ
ぷ
り

残
る
校
舎
の
前
に
ワ
ゴ
ン
が
停
車
す
る
の
を
認
め
た
。 

今
日
は
卒
業
式
だ
っ
た
。
朝
九
時
に
、
三
年
生
の
白
石
弥
生
と
、
送
り
出
す
一
年
生
三
人
は
、
後

藤
主
任
の
白
い
ワ
ゴ
ン
に
乗
り
、
林
の
車
の
助
手
席
に
は
佐
々
原
先
生
が
座
っ
て
、
分
校
総
勢
で

生
田
羽
中
学
校
へ
と
向
か
っ
た
。
卒
業
式
は
本
校
で
行
わ
れ
る
か
ら
だ
。 

１
送
辞
は
江
崎
学
が
、
答
辞
は
弥
生
が
読
ん
だ
。
一
年
生
で
送
辞
を
任
さ
れ
る
の
は
、
林
も
聞

い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
学
が
買
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。 

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
。 

来
年
度
か
ら
分
校
は
本
校
と
統
合
さ
れ
て
な
く
な
る
。 

送
辞
と
答
辞
の
役
割
が
二
つ
と
も
分
校
の
生
徒
に
あ
て
が
わ
れ
た
理
由
は
、
そ
こ
に
も
あ
る
に

違
い
な
い
。 

弥
生
と
学
は
立
派
に
役
目
を
果
た
し
た
。
特
に
弥
生
は
、
本
校
の
生
徒
、
父
母
ら
の
前
で
も
堂
々

と
し
て
い
た
。
左
手
の
甲
に
巻
か
れ
た
真
っ
白
な
包
帯
の
下
に
潜
む
火
傷

や

け

ど

の
痛
み
も
、
ま
っ
た
く

感
じ
さ
せ
な
い
出
来
だ
っ
た
。 

彼
女
は
三
月
上
旬
、
生
田
羽
村
か
ら
は
通
学
で
き
な
い
、
離
れ
た
都
市
の
高
校
を
受
験
し
た
。

林
が
下
宿
す
る
※
１
久
松
医
院
の
老
医
師
は
、「
２
村
の
女
の
子
と
し
て
は
、
近
年
な
か
っ
た
選
択

だ
ね
」
と
言
っ
て
い
た
。
後
藤
主
任
や
佐
々
原
先
生
か
ら
も
、
二
年
生
ま
で
は
隣
町
の
公
立
高
校

へ
行
く
様
子
だ
っ
た
こ
と
を
聞
い
た
。
弥
生
が
急
に
勉
強
し
だ
し
た
の
は
、
六
月
く
ら
い
か
ら
だ

っ
た
。
心
境
の
変
化
の
理
由
は
、
林
に
は
わ
か
ら
な
い
し
、
問
い
た
だ
す
３
無
粋
も
し
た
く
は
な
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い
。
た
だ
、
彼
女
の
努
力
が
明
日
判
明
す
る
合
否
結
果
で
、
報
わ
れ
て
い
て
ほ
し
い
と
は
心
か
ら

願
う
。 

「
行
き
ま
し
ょ
う
か
」 

佐
々
原
先
生
に
促
さ
れ
、
林
は
手
紙
を
封
筒
に
入
れ
直
し
、
一
年
生
の
教
室
に
向
か
っ
た
。
ゆ

っ
く
り
走
る
後
藤
先
生
の
ワ
ゴ
ン
を
置
き
去
り
に
、
分
校
に
と
っ
て
返
し
て
す
ぐ
、
一
年
生
の
教

室
の
ス
ト
ー
ブ
に
焚た

け
る
限
り
の
※
２
コ
ー
ク
ス
を
放
り
こ
ん
で
は
み
た
が
、
ま
だ
完
全
に
暖
ま

る
に
は
時
間
が
足
り
な
く
、
教
室
内
は
ひ
ん
や
り
と
し
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
程
度
の
温
度

な
ら
も
の
と
も
し
な
い
子
ど
も
た
ち
だ
。
彼
ら
は
も
っ
と
凍
え
そ
う
な
道
を
し
っ
か
り
と
歩
い
て
、

こ
の
分
校
に
通
っ
て
い
た
の
だ
。 

一
月
の
あ
の
日
ま
で
は
、
亮
介
も
。 

林
は
教
壇
上
か
ら
、
Ｗ
の
文
字―

―

カ
シ
オ
ペ
ヤ
座
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
五
つ
の
机
に

目
を
や
る
。
そ
の
中
の
一
つ
、
４
主

あ
る
じ

を
失
っ
た
席
を
見
つ
め
て
い
る
と
、
先
ほ
ど
読
ん
だ
手
紙
の

文
面
が
思
い
出
さ
れ
た
。 

林
は
ひ
っ
そ
り
と
首
を
振
り
、
痛
み
を
覚
え
た
胸
に
手
を
当
て
る
。 

そ
れ
か
ら
、
懸
命
に
熱
を
生
み
続
け
る
※
３
ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ
を
見
や
る
。
５
煙
突
が
し
っ
か

り
と
壁
に
つ
き
さ
さ
り
、
上
に
は
水
の
張
っ
た
金
だ
ら
い
を
か
か
げ
、
ど
っ
し
り
と
力
士
の
よ
う

に
揺
る
ぎ
な
く
鎮
座
し
て
い
る
ス
ト
ー
ブ
が
、
先
日
の
あ
の
と
き
ば
か
り
は
、
み
し
り
と
ゆ
が
み

が
生
じ
た
よ
う
な
音
を
発
し
た
。
ち
ょ
う
ど
社
会
科
の
授
業
が
終
わ
る
頃
合
い
だ
っ
た―

―

。 

賑に
ぎ

や
か
な
声
が
近
づ
い
て
き
て
、
教
室
の
戸
が
開
か
れ
た
。 

「
わ
あ
、
暖
け
え
」 

松
本
憲
太
は
入
っ
て
く
る
な
り
明
る
く
声
を
あ
げ
、
※
４
オ
ー
バ
ー
を
脱
い
で
教
室
後
方
の
フ

ッ
ク
に
か
け
る
と
、
着
席
の
前
に
ス
ト
ー
ブ
に
両
手
を
か
ざ
し
た
。
憲
太
の
後
に
は
学
が
続
い
た
。

学
は
オ
ー
バ
ー
と
マ
フ
ラ
ー
を
取
る
と
、
制
服
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
き
れ
い
に
ア
イ
ロ
ン
の
当
て
ら

れ
た
ハ
ン
カ
チ
を
取
り
出
し
、
曇
っ
た
眼
鏡
を
顔
か
ら
外
し
て
レ
ン
ズ
を
拭ふ

い
た
。 

手
塚
み
な
み
の
頬
の
赤
味
は
、
点
在
す
る
に
き
び
の
せ
い
だ
け
で
は
な
い
。
一
年
前
に
比
べ
る

と
や
や
長
め
に
整
え
ら
れ
た
髪
の
毛
を
耳
に
か
け
る
と
、
そ
の
耳
た
ぶ
も
す
っ
か
り
赤
か
っ
た
。 

最
後
に
後
藤
主
任
と
、
卒
業
証
書
が
人
っ
た
筒
と
花
束
を
抱
え
た
弥
生
が
姿
を
見
せ
た
。
６
弥

生
は
ち
ら
り
と
林
に
視
線
を
送
り
、
軽
く
会
釈

え
し
ゃ
く

を
し
て
、
窓
際
の
席
に
落
ち
着
い
た
。
主
任
に
教

壇
の
中
央
を
譲
り
、
林
は
廊
下
側
前
方
に
佐
々
原
先
生
と
共
に
立
つ
。 

本
校
で
の
式
が
終
わ
っ
た
後
、
分
校
の
ほ
う
で
も
卒
業
生
を
送
り
出
す
、
さ
さ
や
か
な
式
を
設

け
る
。 

ず
っ
と
、
今
ま
で
も
そ
う
し
て
き
た
の
だ
そ
う
だ
。
後
藤
先
生
の
祝
い
の
言
葉
を
微
笑
み
な
が

ら
聞
い
た
弥
生
は
、
「
一
言
い
い
か
い
？
」
と
促
さ
れ
て
、
教
壇
に
立
っ
た
。
三
人
の
一
年
生
と
三

人
の
教
師
の
視
線
を
一
身
に
受
け
た
彼
女
は
、
答
辞
を
読
ん
だ
と
き
よ
り
も
さ
ら
に
落
ち
着
い
て

林
の
目
に
映
っ
た
。 

「
私
は
小
学
校
一
年
生
か
ら
ず
っ
と
一
人
で
し
た
」 

弥
生
は
一
年
生
と
教
師
を
順
に
見
渡
し
な
が
ら
、
そ
ん
な
ふ
う
に
口
を
切
っ
た
。 

「
田
舎
の
分
校
で
、
同
級
生
も
い
な
い
状
態
を
、
嫌
に
思
っ
た
こ
と
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

一
人
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
ど
ん
な
に
い
い
か
、
こ
ん
な
ふ
う
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
に
と
、
７
こ
の
村
の

こ
の
年
に
生
ま
れ
た
こ
と
が
悔
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
」 

ス
ト
ー
ブ
の
中
で
コ
ー
ク
ス
が
爆は

ぜ
る
。
林
も
み
ん
な
も
、
い
っ
た
ん
言
葉
を
と
め
た
弥
生
に

眼
差

ま

な

ざ

し
を
そ
そ
ぐ
。 

「
で
も
、
『
あ
る
こ
と
』
を
転
機
に
、
一
人
な
ら
一
人
で
い
い
と
開
き
直
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
受
験
を
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
の
も
、
開
き
直
れ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
『
あ
る
こ
と
』
は
、
今
思

い
出
し
て
も
あ
ま
り
愉
快
な
出
来
事
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、
も
し
私
が
高
校
に
受
か
る
こ
と
が
で
き

た
ら
、
『
あ
る
こ
と
』
と
い
う
経
験
も
、
私
に
と
っ
て
は
必
要
だ
っ
た
と
、
大
事
な
宝
物
の
よ
う
に

思
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」 

だ
か
ら―

―

弥
生
は
そ
こ
で
床
に
視
線
を
落
と
し
て
か
ら
、
ま
た
毅
然

き

ぜ

ん

と
前
を
向
い
た
。 

「
明
日
、
私
は
必
ず
合
格
し
て
、
８
一
人
で
こ
の
村
を
出
て
い
き
ま
す
」 

少
し
の
間
を
お
い
て
、
真
っ
先
に
手
を
叩
い
た
の
は
み
な
み
だ
っ
た
。
憲
太
と
学
も
す
ぐ
に
続

い
た
。
六
人
の
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
て
、
弥
生
は
包
帯
の
左
手
に
右
手
を
重
ね
、
壇
上
で
一
礼

を
し
た
。 

 
「
先
生
、
辞
め
る
ん
で
す
か
？
」 

弥
生
が
ふ
い
に
訊
い
て
き
た
。
い
よ
い
よ
教
室
を
出
よ
う
と
す
る
と
き
だ
っ
た
。
他
の
生
徒
と

先
生
は
、
見
送
り
の
た
め
に
い
ち
早
く
玄
関
の
ほ
う
へ
向
か
っ
て
い
て
、
林
は
い
っ
と
き
人
が
離

れ
る
ス
ト
ー
ブ
の
具
合
を
確
認
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。 

林
は
「
ど
う
し
て
そ
う
思
う
ん
だ
い
？
」
と
訊
き
返
し
た
。
す
る
と
弥
生
は
「
先
生
、
こ
こ
に
来
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た
と
き
す
ぐ
に
で
も
辞
め
た
そ
う
だ
っ
た
か
ら
」
と
答
え
た
。 

真
剣
に
向
き
合
お
う
と
し
た
矢
先
、
弥
生
に
そ
れ
ま
で
の
い
い
か
げ
ん
さ
を
指
摘
さ
れ
、
落
ち

込
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
林
は
言
い
訳
も
で
き
ず
苦
笑
い
す
る
。
弥
生
は
マ
フ
ラ
ー
を
し
っ

か
り
と
結
わ
え
た
。 

「
私
、
最
初
の
こ
ろ
の
先
生
、
嫌
い
で
し
た
。
適
当
で
、
村
の
こ
と
を
見
下
し
て
い
る
感
じ
が
し

て
」 林

は
前
髪
と
額
の
境
目
を
掻か

い
た
。
ぐ
う
の
音ね

も
出
な
い
。
９
弥
生
の
目
は
正
し
い
の
だ
。 

「
で
も
、
放
課
後
の
本
校
の
講
習
に
ず
っ
と
送
っ
て
く
れ
て
、
助
か
り
ま
し
た
」 

弥
生
は
き
っ
ち
り
と
頭
を
下
げ
た
。
林
は
ま
た
包
帯
の
手
が
右
手
に
隠
さ
れ
る
さ
ま
を
見
た
。 

「
傷
は
ま
だ
痛
む
？
」 

「
も
う
、
だ
い
ぶ
い
い
で
す
。
久
松
先
生
も
、
一
週
間
く
ら
い
で
き
れ
い
に
治
る
だ
ろ
う
と
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
」 

私
が
不
注
意
だ
っ
た
ん
で
す
と
、
久
松
医
院
へ
向
か
う
車
の
中
で
、
弥
生
は
何
度
も
口
に
し
た
。

あ
の
と
き
、
と
っ
さ
に
ス
ト
ー
ブ
を
な
ん
と
か
し
な
く
ち
ゃ
と
思
っ
て
、
後
藤
先
生
に
止
め
ら
れ

た
の
に
近
づ
い
て
、
そ
う
し
た
ら
金
だ
ら
い
の
中
の
熱
湯
が―

―
。 

「
私
の
火
傷
な
ん
て
」 

全
然
大
し
た
こ
と
な
い
と
呟
き
、
弥
生
は
う
つ
む
き
唇
を
嚙
ん
だ
。 

ス
ト
ー
ブ
に
熱
せ
ら
れ
た
、
湯
を
満
た
し
た
金
だ
ら
い
が
、
小
さ
な
音
を
立
て
た
。 

手
の
火
傷
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
痛
み
を
、
弥
生
は
感
じ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
は
林
も
同
様
だ

っ
た
。
弥
生
は
は
っ
と
気
づ
い
た
よ
う
に
林
に
目
を
合
わ
せ
て
き
た
。 

「
柏
木
く
ん
か
ら
、
連
絡
は
あ
り
ま
し
た
か
」 

「
今
日
、
手
紙
が
届
い
て
い
た
」 

「
そ
う
で
す
か
」 

マ
フ
ラ
ー
の
中
で
、
弥
生
が
良
か
っ
た
と
言
っ
た
の
が
微
か
に
聞
こ
え
た
。 

10
そ
ん
な
彼
女
を
前
に
、
林
は
ま
た
鈍
く
痛
む
心
を
隠
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

「
林
先
生
。
一
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」 

林
に
そ
う
告
げ
、
弥
生
は
玄
関
で
も
一
年
生
と
教
師
一
人
一
人
に
挨
拶

あ
い
さ
つ

を
し
た
。
分
校
の
み
ん

な
が
見
送
る
中
、
ま
だ
雪
で
白
く
輝
く
外
界
に
、
弥
生
は
自
ら
足
を
踏
み
出
し
た
。
背
筋
の
伸
び

た
美
し
い
姿
勢
の
彼
女
は
、
迷
い
の
な
い
足
取
り
で
去
っ
て
い
っ
た
。 

 

（
乾
ル
カ
『
願
い
な
が
ら
、
祈
り
な
が
ら
』
） 

 

※
１ 

久
松
医
院…
…

生
田
羽
中
学
校
の
分
校
の
地
域
に
あ
る
老
医
師
の
病
院
。 

※
２ 

コ
ー
ク
ス…

…

石
炭
を
加
工
し
た
燃
料
。
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
と
し
て
使
わ
れ
た
。 

※
３ 

ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ…

…

球
形
で
鉄
製
の
暖
房
器
具
。 

※
４ 

オ
ー
バ
ー…

…

オ
ー
バ
ー
コ
ー
ト
の
略
で
防
寒
用
の
外
套
。 

  

問
一 

―

線
部
１
「
送
辞
は
江
崎
学
が
、
答
辞
は
弥
生
が
読
ん
だ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
弥
生
と

学
が
選
ば
れ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

例
年
通
り
に
一
年
生
と
三
年
生
が
担
当
を
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
今
回
の
卒
業
式
は
分

校
で
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
。 

イ 

優
秀
な
生
徒
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
通
学
し
て
い
る
分
校
が
本
校
と
の
統
合
で
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
。 

ウ 

江
崎
学
が
国
内
で
最
優
秀
な
生
徒
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
白
石
弥
生
が
人
命
を
救
っ

た
生
徒
で
あ
る
こ
と
か
ら
。 

エ 

卒
業
や
本
校
と
の
統
合
で
転
居
を
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
他
の
生
徒
た
ち
に
役
目
を
押

し
付
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
。 

 

問
二 

―

線
部
２
「
村
の
女
の
子
と
し
て
は
、
近
年
な
か
っ
た
選
択
」
と
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
選
択
で
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え

な
さ
い
。 

 

ア 

本
校
の
卒
業
式
で
保
護
者
や
生
徒
を
前
に
し
て
答
辞
の
役
割
を
務
め
る
選
択
。 

イ 

村
か
ら
近
距
離
に
あ
っ
て
通
学
し
や
す
い
隣
町
の
公
立
校
を
受
験
す
る
選
択
。 

ウ 
左
腕
に
負
っ
た
火
傷
の
治
療
を
村
に
あ
る
久
松
医
院
に
お
い
て
続
け
る
選
択
。 

エ 

村
か
ら
遠
距
離
に
あ
っ
て
通
学
で
き
な
い
都
市
の
進
学
校
を
受
験
す
る
選
択
。 

 

問
三 

―

線
部
３
「
無
粋
」
と
あ
り
ま
す
が
、
本
文
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
意
味
と
は
異．
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な
る
も
の

．
．
．
．
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

  
 

ア 

悪
趣
味 

イ 

野
暮 

ウ 

洗
練 

エ 

軽
率 

 

問
四 

―
線
部
４
「
主
を
失
っ
た
席
」
と
あ
り
ま
す
が
、
主
の
こ
と
を
具
体
的
に
示
し

た
表
現
を
本
文
中
か
ら
探
し
て
書
き
抜
き
な
さ
い
。 

 

問
五 

―

線
部
５
「
煙
突
が
し
っ
か
り
と
壁
に
つ
き
さ
さ
り
、
上
に
は
水
の
張
っ
た
金

だ
ら
い
を
か
か
げ
、
ど
っ
し
り
と
力
士
の
よ
う
に
揺
る
ぎ
な
く
鎮
座
し
て
い
る
ス
ト

ー
ブ
が
、
先
日
の
あ
の
と
き
ば
か
り
は
、
み
し
り
と
ゆ
が
み
が
生
じ
た
よ
う
な
音
を

発
し
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
表
現
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
か
。
最

も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

擬
態
語
や
直
喩
を
用
い
て
ス
ト
ー
ブ
の
頑
丈
さ
や
安
定
感
を
表
現
す
る
こ
と

で
、
そ
の
ス
ト
ー
ブ
が
変
形
す
る
よ
う
な
力
が
加
わ
る
様
子
を
強
調
し
て
い
る
。 

イ 

詳
細
な
色
や
形
で
熱
を
発
生
し
続
け
る
教
室
の
ス
ト
ー
ブ
を
表
現
す
る
こ
と

で
、
分
校
に
通
う
生
徒
た
ち
の
素
直
で
活
発
な
様
子
を
間
接
的
に
描
い
て
い
る
。 

ウ 

前
時
代
的
な
象
徴
と
し
て
の
ス
ト
ー
ブ
が
突
然
に
破
壊
さ
れ
る
描
写
を
表
現

す
る
こ
と
で
、
年
老
い
た
教
員
で
あ
る
林
の
不
安
定
な
体
調
を
示
唆
し
て
い
る
。 

エ 

た
た
え
ら
れ
た
水
や
熱
を
発
す
る
炎
で
物
や
形
と
し
て
相
反
す
る
存
在
を
表

現
す
る
こ
と
で
、
分
校
の
生
徒
た
ち
を
待
つ
悲
劇
的
な
未
来
を
暗
示
し
て
い
る
。 

 

問
六 

―

線
部
６
「
弥
生
は
ち
ら
り
と
林
に
視
線
を
送
り
、
軽
く
会
釈
を
し
て
、
窓
際

の
席
に
落
ち
着
い
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
弥
生
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
す
か
。

最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

同
級
生
へ
の
友
情
が
厚
く
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
る
明
朗
な
性
格
の
人
物
。 

イ 

何
よ
り
も
勉
学
を
第
一
に
考
え
て
田
舎
を
引
け
目
に
感
じ
て
る
性
格
の
人
物
。 

ウ 

行
動
や
考
え
に
関
し
て
自
信
が
な
く
て
人
前
で
は
照
れ
や
す
い
性
格
の
人
物
。 

エ 

大
人
び
た
考
え
や
行
動
を
し
て
困
難
に
も
冷
静
な
態
度
で
臨
む
性
格
の
人
物
。 

 

問
七 

―

線
部
７
「
こ
の
村
の
こ
の
年
に
生
ま
れ
た
こ
と
が
悔
し
か
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、

悔
し
さ
の
内
容
が
端
的
に
示
さ
れ
た
表
現
を
本
文
中
か
ら
十
八
字
で
探
し
て
書
き
抜
き
な
さ

い
。 

 

問
八 
―

線
部
８
「
一
人
で
こ
の
村
を
出
て
い
き
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
弥
生
の
言
葉

は
弥
生
の
内
面
的
な
成
長
を
表
現
し
て
い
る
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。
弥
生
の
成
長
に
つ
い
て

六
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。 
 

問
九 

―

線
部
９
「
弥
生
の
目
は
正
し
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
表

現
し
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

生
徒
の
成
長
を
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
状
況
に
喜
び
な
が
ら
も
、
分
校
の

統
合
を
機
会
と
し
て
退
職
し
た
林
の
状
況
を
見
通
し
て
い
た
こ
と
。 

イ 

地
方
の
村
を
見
く
び
っ
て
分
校
の
教
員
と
し
て
熱
意
も
な
い
ま
ま
で
、
退
職
を

考
え
て
い
た
働
き
始
め
た
頃
の
林
の
状
態
を
見
通
し
て
い
た
こ
と
。 

ウ 

生
徒
に
心
配
さ
せ
な
い
よ
う
に
身
体
の
痛
み
を
隠
し
て
い
た
が
、
日
常
的
に
痛

み
が
あ
る
程
に
悪
く
な
っ
た
林
の
病
状
を
見
通
し
て
い
た
こ
と
。 

エ 

受
験
勉
強
に
効
果
的
な
放
課
後
の
本
校
の
講
習
は
遠
く
て
通
え
な
か
っ
た
が
、

善
意
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
た
林
の
送
迎
を
見
通
し
て
い
た
こ
と
。 

 

問
十 

―

線
部
10
「
そ
ん
な
彼
女
」
と
あ
り
ま
す
が
、
弥
生
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
す

か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

震
災
の
被
害
に
心
を
痛
め
る
中
で
柏
木
亮
介
の
安
否
が
気
に
な
り
、
手
紙
が
来

た
と
知
っ
た
こ
と
で
元
気
で
あ
る
と
理
解
し
て
安
心
し
て
い
る
状
況
。 

イ 

一
年
前
に
東
京
へ
転
居
を
し
た
柏
木
亮
介
に
つ
い
て
忘
れ
て
い
た
が
、
手
紙
が

来
た
と
知
っ
た
こ
と
で
思
い
出
せ
た
記
憶
力
に
感
心
し
て
い
る
状
況
。 

ウ 
東
京
に
い
る
柏
木
亮
介
に
も
高
校
の
合
格
に
つ
い
て
伝
え
た
が
、
手
紙
が
来
た

と
知
っ
た
こ
と
で
祝
わ
れ
る
こ
と
を
想
像
し
て
満
足
し
て
い
る
状
況
。 

エ 

林
は
柏
木
亮
介
の
状
況
や
弥
生
の
ケ
ガ
に
無
関
心
で
あ
り
、
手
紙
が
来
た
と
知

っ
た
こ
と
で
何
通
も
の
手
紙
が
捨
て
ら
れ
た
と
確
信
し
て
い
る
状
況
。 
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【４】 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  

お
よ
そ
人
と
し
て
社
会
で
生
き
て
い
く
と
き
、
常
識
は
ど
ん
な
地
位
に
い
て
も
必
要
で

あ
り
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
１
常
識
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

だ
ろ
う
。
わ
た
し
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。 

ま
ず
、
何
か
を
す
る
と
き
に
極
端
に
走
ら
ず
、
頑
固
で
も
な
く
、
善
悪
を
見
分
け
、
利

益
と
損
失
に
敏
感
で
、
言
葉
や
行
動
が
す
べ
て
※
１
中
庸
に
か
な
う
も
の
こ
そ
、
常
識
な

の
だ
。
こ
れ
は
学
術
的
に
解
釈
す
れ
ば
、 

「
智
、
情
、
意(

知
恵
、
感
情
・
情
愛
、
意
志)

」 

の
三
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
、
均
等
に
成
長
し
た
も
の
が
完
全
な
常
識
で

あ
ろ
う
と
考
え
る
。
さ
ら
に
言
葉
を
換
え
る
な
ら
、
ご
く
一
般
的
な
人
情
に
通
じ
て
、
世

間
の
考
え
方
を
理
解
し
、
物
事
を
う
ま
く
処
理
で
き
る
能
力
が
、
常
識
に
外
な
ら
な
い
。 

人
の
心
を
分
析
し
て
、
「
智
、
情
、
意
」
の
三
つ
に
分
類
す
る
と
い
う
の
は
、
心
理
学

者
の
説
に
基
づ
く
も
の
だ
が
、
こ
の
三
つ
の
調
和
が
い
ら
な
い
と
い
う
者
な
ど
誰
も
い
な

い
だ
ろ
う
。 

空
欄
Ａ 

と
情
愛
と 

空
欄
Ｂ 

の
三
つ
が
あ
っ
て
こ
そ
、
人
間
社
会
で

活
動
が
で
き
、
現
実
に
成
果
を
あ
げ
て
い
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
常
識
の
原
則

で
あ
る
、
「
智
、
情
、
意
」
の
三
つ
に
つ
い
て
、
す
こ
し
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。 

ま
ず
２
「
智
」
と
は
、
人
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
働
き
を
す
る
の
だ
ろ
う
。
人
と
し
て

知
恵
が
充
分
に
発
達
し
て
い
な
い
と
、
物
事
を
見
分
け
る
能
力
に
不
足
し
て
し
ま
う
。
た

と
え
ば
、
物
事
の
善
悪
や
、
利
益
と
損
失
を
見
抜
け
な
い
よ
う
な
人
で
は
、
ど
れ
だ
け
学

識
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
よ
い
こ
と
を
よ
い
と
認
め
た
り
、
利
益
に
な
る
こ
と
を
利
益
だ

と
見
抜
い
て
、
そ
れ
を
採
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
学
問
が
宝
の
持
ち
腐
れ
に
終
わ
っ
て
し

ま
う
の
だ
。
こ
の
点
を
思
え
ば
、
知
恵
が
い
か
に
人
生
に
大
切
で
あ
る
か
が
理
解
で
き
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
智
」
ば
か
り
で
活
動
が
で
き
る
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は

な
い
。
そ
こ
に
「
情
」
と
い
う
も
の
が
う
ま
く
入
っ
て
こ
な
い
と
、
「
智
」
の
能
力
は
十

分
に
発
揮
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。 

た
と
え
ば
、
３
「
智
」
ば
か
り
が
膨
れ
上
が
っ
て
情
愛
の
薄
い
人
間
を
想
像
し
て
み
よ

う
。
自
分
の
利
益
の
た
め
に
は
、
他
人
を
突
き
飛
ば
し
て
も
、
蹴
飛
ば
し
て
も
ま
っ
た
く

気
に
し
な
い
、
そ
ん
な
風
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

も
と
も
と
知
恵
が
人
並
み
以
上
に
働
く
人
は
、
何
事
に
対
し
て
も
、
そ
の
原
因
と
結
果

を
見
抜
き
、
今
後
ど
う
な
る
か
を
見
通
せ
る
も
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
人
物
に
、
も
し
情
愛

が
な
け
れ
ば
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
見
通
し
た
結
果
ま
で
の
筋
道
を
悪
用
し
、

自
分
が
よ
け
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
い
う
形
で
、
ど
こ
ま
で
も
や
り
通
し
て
し
ま
う
。
こ
の

場
合
、
他
人
に
降
り
か
か
っ
て
く
る
迷
惑
や
痛
み
な
ど
、
何
と
も
思
わ
な
い
ほ
ど
極
端
に

な
り
か
ね
な
い
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
を
調
和
し
て
い
く
の
が
、
「
情
」
な
の
だ
。 

４
「
情
」
は
一
種
の
緩
和
剤
で
、
何
事
も
こ
の
「
情
」
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
バ
ラ

ン
ス
を
保
ち
、
人
生
の
出
来
事
に
円
満
な
解
決
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
も
し
も
人

間
の
世
界
か
ら
「
情
」
と
い
う
要
素
を
除
い
て
し
ま
っ
た
ら
、
ど
う
な
る
だ
ろ
う
。
何
事

も
極
端
か
ら
極
端
に
走
っ
て
、
つ
い
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
結
果
を
招
い
て
し
ま
う
に

違
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
間
に
と
っ
て
「
情
」
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
機
能
な
の
だ
。 

し
か
し
、
５
「
情
」
に
も
欠
点
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
瞬
間
的
に
わ
き
あ
が
り
や
す
い
た

め
、
悪
く
す
る
と
流
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
特
に
、
人
の
喜
び
、
怒
り
、
哀
し
み
、
楽

し
み
、
愛
し
さ
、
憎
し
み
、
欲
望
と
い
っ
た
七
つ
の
感
情
は
、
そ
の
引
き
お
こ
す
変
化
が

激
し
い
た
め
、
心
の
他
の
個
所
を
使
っ
て
こ
れ
ら
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、
感
情
に
走
り
過
ぎ
る
と
い
う
弊
害
を
招
い
て
し
ま
う
。
こ
の
時
点
で
、
「
意
志
」
と

い
う
も
の
の
必
要
性
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。 

動
き
や
す
い
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
も
の
は
、
強
い
意
志
よ
り
他
に
は
な
い
。
だ

か
ら
こ
そ
、
「
意
」
は
精
神
活
動
の
大
本
と
も
い
え
る
も
の
だ
。
強
い
意
志
さ
え
あ
れ
ば
、

人
生
に
お
い
て
大
き
な
強
み
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
意
志
ば
か
り
強
く
て
、
他
の

「
情
」
や
「
智
」
が
と
も
な
わ
な
い
と
、
単
な
る
頑
固
者
や
強
情
者
に
な
っ
て
し
ま
う
。

根
拠
な
く
自
信
ば
か
り
持
っ
て
、
自
分
の
主
張
が
間
違
っ
て
い
て
も
直
そ
う
と
せ
ず
、
ひ

た
す
ら
我が

を
押
し
通
そ
う
と
す
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
６
こ
ん
な
タ
イ
プ
も
、
あ
る
意
味
か
ら
見
れ
ば
尊
重
す
べ
き
点
が
な
い
で

も
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
一
般
社
会
で
生
き
る
資
格
に
欠
け
、
精
神
的
に
問
題
が
あ

っ
て
完
全
な
人
と
は
い
え
な
い
の
だ
。
強
い
意
志
の
う
え
に
、
聡
明
な
知
恵
を
持
ち
、
こ

れ
を
情
愛
で
調
節
す
る
。
さ
ら
に
三
つ
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
合
し
て
、
大
き
く
成
長
さ
せ

て
い
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
完
全
な
常
識
と
な
る
の
で
あ
る
。 
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現
代
の
人
は
、
よ
く
口
癖
の
よ
う
に
「
意
志
を
強
く
持
て
」
と
い
う
。
し
か
し
意
志
ば

か
り
強
く
て
も
や
は
り
困
り
も
の
で
し
か
な
い
。
俗
に
い
う
「

猪
い
の
し
し

武
者

む

し

ゃ(

突
き
進
む
こ
と

し
か
知
ら
な
い
武
者)

」
の
よ
う
な
人
間
に
な
っ
て
は
、
ど
ん
な
に
意
志
が
強
く
て
も
社
会

で
役
に
立
つ
人
物
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。 

わ
た
し
は
７
世
間
の
人
か
ら
誤
解
さ
れ
が
ち
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
「
渋
沢
は
、
清
濁

あ
わ
せ
飲
む
主
義
で
あ
る
」
と
か
「
よ
い
悪
い
と
い
う
区
別
を
つ
け
な
い
男
で
あ
る
」
と

か
い
わ
れ
て
し
ま
う
。 

こ
の
前
も
、
あ
る
人
が
来
て
、
正
面
か
ら
わ
た
し
を
厳
し
く
問
い
た
だ
し
た
。 

「
あ
な
た
は
、
日
頃
か
ら
『
論
語
』
を
、
社
会
で
生
き
る
う
え
で
の
根
本
に
す
え
、
ま
た

『
論
語
』
の
教
え
そ
の
ま
ま
に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
あ
な
た
が
世

話
を
す
る
人
の
な
か
に
は
、
ま
っ
た
く
あ
な
た
の
主
義
と
反
し
て
、
む
し
ろ
『
論
語
』
に

逆
ら
う
考
え
を
抱
い
て
い
た
り
、
社
会
か
ら
非
難
を
受
け
て
い
る
よ
う
な
人
物
も
い
る
。

そ
う
い
う
人
を
、
あ
な
た
は
平
気
な
顔
を
し
て
近
づ
け
、
世
間
の
評
判
に
は
ま
る
で
無
頓

着
だ
。
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
れ
ば
、
あ
な
た
の
高
潔
な
人
格
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
と
思

う
が
、
ぜ
ひ
真
意
を
う
か
が
い
た
い
」 

な
る
ほ
ど
、
そ
う
指
摘
さ
れ
て
み
る
と
、
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
も
っ
と
も
だ
。
自
分

で
も
思
い
当
た
る
節
は
あ
る
の
だ
が
、
し
か
し
わ
た
し
は
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
観
点
で
、

８
自
分
の
信
じ
る
主
義
に
従
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
社
会
で
生
き
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、

自
分
の
栄
達
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
全
体
の
た
め
に
も
働
き
、
で
き
る
か
ぎ
り
善
行
を
増
や

し
、
世
の
中
の
進
歩
を
は
か
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
き
た
の
だ
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
単
に
自
分
の
財
産
と
か
、
地
位
と
か
、
子
孫
の
繁
栄
と
い
っ
た
も
の
は

二
の
次
に
し
、
も
っ
ぱ
ら
国
家
社
会
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
な
の
で
、

人
の
た
め
に
考
え
、
善
行
を
心
が
け
、
人
の
能
力
を
援
助
し
、
そ
れ
を
適
所
に
お
い
て
使

い
た
い
と
い
う
思
い
を
、
は
ち
き
れ
ん
ば
か
り
に
持
っ
て
い
る
。
こ
の
心
が
け
が
、
世
間

の
人
か
ら
誤
解
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
そ
も
そ
も
の
原
因
か
も
し
れ
な
い
。 

わ
た
し
が
実
業
界
の
人
間
と
な
っ
て
以
来
、
出
会
う
人
も
年
々
そ
の
数
を
増
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
人
々
は
、
わ
た
し
の
行
い
を
見
習
っ
て
、
お
の
お
の
得
意
な
と
こ
ろ
で
事

業
に
励
ん
で
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
た
と
え
そ
の
人
は
自
分
の
利
益
し

か
目
的
に
し
て
い
な
く
て
も
、
そ
の
事
業
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
限
り
結
果
と
し
て
国
家

や
社
会
の
た
め
に
な
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
わ
た
し
は
、
そ
う
し
た
志
に
は
な
る
べ
く
共
感

を
持
ち
、
目
的
を
達
成
さ
せ
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

自
分
の
抱
く
主
義
が
こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
面
会
を
求
め
て
く
る
人
が
い
れ
ば
、
必

ず
会
っ
て
話
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
知
人
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
自
分
に
差
し

支
え
が
な
け
れ
ば
、
必
ず
面
会
し
て
先
方
の
注
文
と
希
望
を
聞
く
。
そ
し
て
、
来
訪
者
の

希
望
が
道
徳
に
か
な
っ
て
い
る
と
思
え
る
場
合
は
、
相
手
が
ど
の
よ
う
な
人
間
で
も
、
そ

の
人
の
希
望
を
か
な
え
て
や
る
。 

し
か
し
わ
た
し
の
「
誰
と
で
も
会
う
」
と
い
う
主
義
に
付
け
込
ん
で
、
道
理
の
な
い
こ

と
を
要
求
し
て
く
る
人
が
い
て
困
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
見
ず
知
ら
ず
な
の
に
、

生
活
費
を
貸
し
て
く
れ
と
申
し
込
ん
で
く
る
人
が
い
る
。
親
に
金
が
な
く
な
っ
て
、
学
費

が
底
を
つ
き
そ
う
な
の
で
、
今
後
何
年
間
か
援
助
し
て
欲
し
い
と
い
っ
て
く
る
人
も
い

る
。
ま
た
、
か
く
か
く
の
新
発
明
を
し
た
か
ら
、
こ
の
事
業
が
う
ま
く
い
く
ま
で
助
け
て

欲
し
い
と
か
、
ひ
ど
い
の
に
な
る
と
、
こ
れ
こ
れ
の
商
売
を
し
た
い
の
で
資
本
を
入
れ
て

く
れ
、
な
ど
と
い
っ
て
く
る
人
も
い
る
。
こ
ん
な
類
の
手
紙
が
、
毎
月
何
十
通
と
な
く
舞

い
込
ん
で
く
る
の
だ
。 

わ
た
し
は
そ
の
表
に
自
分
の
宛
名
が
あ
る
以
上
、
必
ず
そ
れ
を
読
む
義
務
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
手
紙
が
来
る
ご
と
に
、
必
ず
目
を
通
し
、
な
る
べ
く
自
筆

で
断
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
わ
た
し
の
家
に
直
接
や
っ
て
来
て
、
こ
の
種
の
希
望

を
述
べ
る
者
も
い
る
。
そ
れ
ら
は
道
理
の
な
い
も
の
も
多
い
か
ら
、
わ
た
し
は
そ
れ
ら
の

人
と
面
会
し
、
そ
の
道
理
の
な
さ
を
説
い
て
断
っ
て
い
る
。 

わ
た
し
の
こ
う
し
た
行
為
は
、
他
人
か
ら
見
れ
ば
、 

「
何
も
そ
う
い
う
手
紙
を
見
た
り
、
そ
う
い
う
人
に
す
べ
て
会
う
必
要
は
な
い
の
で
は
な

い
か
」 

と
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
も
し
面
会
を
謝
絶
し
た
り
、
手
紙
を
見
な
か

っ
た
り
す
れ
ば
、
わ
た
し
の
普
段
か
ら
の
主
義
に
反
す
る
行
為
に
な
る
。
だ
か
ら
、
雑
務

が
多
く
な
っ
て
、
時
間
を
と
ら
れ
る
の
は
困
る
と
自
分
で
も
思
い
つ
つ
も
、
９
自
分
の
信

じ
る
こ
と
の
た
め
に
余
計
な
手
間
も
か
け
る
わ
け
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
人
々
や
、
知
人
か
ら
頼
ま
れ
た
こ
と
で
、
道
理
に
か
な
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
わ
た
し
は
そ
の
人
の
た
め
、
さ
ら
に
は
国
家
社
会
の
た
め
に
、
自
分
の
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力
の
及
ぶ
範
囲
で
、
力
を
貸
す
よ
う
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
道
理
の
あ
る
こ
と
で
あ
れ

ば
、
み
ず
か
ら
す
す
ん
で
世
話
を
し
て
や
る
気
に
も
な
る
の
だ
。
と
こ
ろ
が
後
か
ら
振
り

返
っ
て
み
る
と
、 

「
あ
の
人
は
よ
く
な
か
っ
た
」 

「
あ
の
事
柄
は
見
間
違
え
た
」 

と
い
う
結
果
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。 

し
か
し
、
悪
人
が
悪
い
ま
ま
終
わ
る
と
は
限
ら
ず
、
善
人
が
よ
い
ま
ま
終
わ
る
わ
け
で

も
な
い
。
悪
人
を
悪
人
と
し
て
憎
ま
ず
、
で
き
れ
ば
そ
の
人
を
善
に
導
い
て
や
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
、
最
初
か
ら
悪
人
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
世
話
を
し
て
や
る

こ
と
も
あ
る
の
だ
。 

も
と
も
と
習
慣
と
は
、
人
の
普
段
か
ら
の
振
舞
い
が
積
み
重
な
っ
て
、
身
に
染
み
つ
い

た
も
の
だ
。
こ
の
た
め
、
自
分
の
心
や
働
き
に
対
し
て
も
、
習
慣
は
自
然
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
く
。
悪
い
習
慣
を
多
く
持
つ
と
悪
人
と
な
り
、
よ
い
習
慣
を
多
く
身
に
つ
け
る
と

善
人
に
な
る
と
い
う
よ
う
に
、
最
終
的
に
は
そ
の
人
の
人
格
に
も
関
係
し
て
く
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
誰
し
も
普
段
か
ら
よ
い
習
慣
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
心
掛
け
る
の
は
、
人
と
し

て
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
大
切
な
こ
と
だ
ろ
う
。 

ま
た
、
10

習
慣
は
た
だ
一
人
の
身
体
だ
け
に
染
み
つ
い
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
他
人

に
も
感
染
す
る
。
や
や
も
す
れ
ば
人
は
、
他
人
の
習
慣
を
真
似
し
た
が
っ
た
り
も
す
る
。

こ
の
感
染
す
る
力
と
い
う
の
は
、
単
に
よ
い
習
慣
ば
か
り
で
な
く
、
悪
い
習
慣
に
つ
い
て

も
当
て
は
ま
る
。
だ
か
ら
、
大
い
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
渋
沢
栄
一 

守
屋
淳=

訳 

『
現
代
語
訳 

論
語
と
算
盤
』
） 

 

※
１ 

中
庸…

…

過
不
足
が
な
く
調
和
が
と
れ
て
い
る
こ
と
。 

※
２ 

論
語…

…

古
代
中
国
の
思
想
家
で
あ
る
孔
子
と
弟
子
た
ち
の
言
行
を
ま
と
め
た
も
の
。 

       

問
一 

―

線
部
１
「
常
識
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
」
と
あ
り
ま
す
が
、
筆

者
の
常
識
の
解
釈
を
表
現
し
た
部
分
を
本
文
中
か
ら
三
十
七
字
で
探
し
て
最
初
と

最
後
の
五
字
を
書
き
抜
き
な
さ
い
。(

句
読
点
を
含
む) 

 

問
二 

 

空
欄
Ａ 

と 

空
欄
Ｂ 

に
あ
て
は
ま
る
表
現
を
そ
れ
ぞ
れ
本
文
中
か
ら
書

き
抜
き
な
さ
い
。(

た
だ
し
Ａ
・
Ｂ
と
も
に
漢
字
二
字
と
す
る) 

 

問
三 
―

線
部
２
「
『
智
』
と
は
、
人
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
働
き
を
す
る
の
だ
ろ

う
」
と
あ
り
ま
す
が
、
智
の
働
き
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か

ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

知
恵
が
あ
る
だ
け
で
社
会
的
な
活
動
が
で
き
て
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
。 

イ 

知
恵
の
発
達
が
な
い
と
経
済
的
価
値
の
あ
る
宝
を
腐
ら
せ
て
し
ま
う
。 

ウ 

知
恵
は
学
問
的
な
知
識
を
無
駄
な
く
活
用
す
る
た
め
に
必
要
に
な
る
。 

エ 

知
恵
と
人
の
心
の
他
の
部
分
で
あ
る
情
や
意
と
は
一
緒
に
使
え
な
い
。 

 

問
四 

―

線
部
３
「
『
智
』
ば
か
り
が
膨
れ
上
が
っ
て
情
愛
の
薄
い
人
間
」
と
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
人
間
の
行
動
を
想
定
し
た
部
分
を
本
文
中
か
ら
四
十
七
字
で
探

し
、
最
初
と
最
後
の
五
字
を
書
き
抜
き
な
さ
い
。(

句
読
点
不
要
を
含
む)

 
 

問
五 

―

線
部
４
「
『
情
』
は
一
種
の
緩
和
剤
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味

で
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

人
生
の
出
来
事
の
中
の
幸
福
と
不
幸
と
の
量
的
関
係
を
平
均
化
す
る
意
味
。 

イ 

困
難
が
増
大
し
な
い
よ
う
に
人
生
の
出
来
事
を
穏
や
か
に
処
理
す
る
意
味
。 

ウ 

過
去
の
世
界
の
常
識
と
時
代
に
よ
る
変
化
の
間
の
ズ
レ
を
調
整
す
る
意
味
。 

エ 

利
益
に
関
係
が
あ
る
情
報
の
経
済
的
な
価
値
を
感
覚
的
に
管
理
す
る
意
味
。 

 

問
六 

―

線
部
５
「
『
情
』
に
も
欠
点
が
あ
っ
て
」
と
あ
り
ま
す
が
、
欠
点
と
し
て
最

も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

人
が
生
活
す
る
世
界
で
は
「
情
」
が
仕
組
み
か
ら
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
。 

イ 

人
間
の
知
恵
に
よ
る
行
動
に
対
し
て
情
愛
は
影
響
を
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
。 



- 8 - 
令和 7高「国語」一般 

ウ 

強
い
情
愛
で
あ
っ
て
も
強
い
意
志
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
。 

エ 

す
ぐ
に
理
性
を
失
っ
て
気
持
ち
に
従
っ
た
行
動
を
と
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
。 

 

問
七 

―
線
部
６
「
こ
ん
な
タ
イ
プ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最

も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

「
情
」
と
「
智
」
と
「
意
」
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
備
わ
っ
て
い
る
タ
イ
プ
。 

イ 

持
ち
合
わ
せ
た
複
数
の
感
情
で
激
し
い
心
の
変
化
が
発
生
す
る
タ
イ
プ
。 

ウ 

客
観
的
な
根
拠
を
用
い
て
自
説
を
探
究
し
て
社
会
で
活
躍
す
る
タ
イ
プ
。 

エ 

意
志
ば
か
り
が
強
く
て
頑
固
や
強
情
な
存
在
に
な
っ
て
し
ま
う
タ
イ
プ
。 

 

問
八 

―

線
部
７
「
世
間
の
人
か
ら
誤
解
さ
れ
が
ち
な
と
こ
ろ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
筆

者
が
誤
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

筆
者
は
頑
固
で
強
情
な
上
に
猪
突
猛
進
す
る
よ
う
な
人
間
で
あ
る
と
こ
ろ
。 

イ 

筆
者
は
「
意
志
を
強
く
持
て
」
と
い
う
現
代
人
風
の
口
癖
を
も
つ
と
こ
ろ
。 

ウ 

筆
者
は
も
の
ご
と
の
善
悪
を
区
別
せ
ず
に
行
動
す
る
傾
向
が
あ
る
と
こ
ろ
。 

エ 

筆
者
は
様
々
な
人
か
ら
「
論
語
」
に
つ
い
て
厳
し
く
質
問
さ
れ
る
と
こ
ろ
。 

 

問
九 

―

線
部
８
「
自
分
の
信
じ
る
主
義
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
主
義
で
す

か
。
六
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。 

 

問
十 

―

線
部
９
「
自
分
の
信
じ
る
こ
と
の
た
め
に
余
計
な
手
間
も
か
け
る
」
と
あ

り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

世
の
中
の
常
識
の
正
し
さ
を
確
認
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
多
く
の
人
物
た
ち
と

接
点
を
も
っ
て
自
分
へ
批
判
的
に
意
見
す
る
者
た
ち
と
議
論
を
重
ね
る
こ
と
。 

イ 

人
や
社
会
の
た
め
に
善
良
な
こ
と
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
手
紙
を
読
ん
で
返
事

を
書
い
た
り
面
会
を
し
て
話
を
し
た
り
と
可
能
な
限
り
の
行
動
を
す
る
こ
と
。 

ウ 

す
べ
て
の
人
間
に
平
等
に
機
会
を
与
え
る
た
め
に
、
た
と
え
道
理
に
あ
わ
な
い

依
頼
や
個
人
的
な
願
い
事
で
あ
っ
て
も
必
ず
全
て
の
人
に
支
援
を
す
る
こ
と
。 

エ 

社
会
の
善
悪
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す
る
た
め
に
、
善
人
だ
け
を
支
援
す
る
の
で

は
な
く
て
悪
人
に
対
し
て
も
十
分
に
支
援
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
。 

 

問
十
一―

線
部
10
「
習
慣
は
た
だ
一
人
の
身
体
だ
け
に
染
み
つ
い
て
い
る
も
の
で
は

な
い
。
他
人
に
も
感
染
す
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も

適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

社
会
や
人
を
良
く
す
る
意
識
を
重
視
し
た
筆
者
の
行
動
に
よ
っ
て
、
周
囲
で
影

響
を
受
け
た
人
物
た
ち
も
同
様
の
意
識
や
行
動
を
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。 

イ 

初
め
か
ら
承
知
の
上
で
悪
人
さ
え
も
支
援
を
す
る
筆
者
の
行
動
に
よ
っ
て
、
悪

人
が
悪
人
を
生
み
出
す
よ
う
な
連
鎖
反
応
が
社
会
の
中
で
発
生
す
る
こ
と
。 

ウ 

実
業
家
と
し
て
個
人
的
な
利
益
を
追
求
す
る
筆
者
の
行
動
に
よ
っ
て
、
経
済
的

な
豊
か
さ
を
最
優
先
に
考
え
て
行
動
す
る
習
慣
が
世
界
中
に
広
が
る
こ
と
。 

エ 

何
を
し
て
も
世
の
中
か
ら
批
判
を
浴
び
て
し
ま
う
筆
者
の
行
動
に
よ
っ
て
、
純

粋
な
子
ど
も
た
ち
は
批
判
さ
れ
な
い
よ
う
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。 
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【５】 

次
の
文
章
は
平
安
時
代
後
期
に
堀
河
天
皇
に
仕
え
て
最
期
ま
で
看
病
を
続
け
た
だ

け
で
な
く
、
身
分
違
い
の
為
に
密
か
に
天
皇
を
慕
っ
て
い
た
藤
原
長
子
が
記
し
た
日
記

『
讃
岐
典
侍

さ

ぬ

き

の

す

け

日
記
』
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
章
で
あ
る
。
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

「
讃
岐
典
侍
日
記
」
に
は
、
優
し
か
っ
た
天
皇
の
※
１
追
憶
が
幾い

く

つ
も
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
あ
る
冬
の
早
朝
、
堀
河
天
皇
は
起
き
が
け
に
彼
女
を
伴
い
清
涼
殿
の
雪
景
色
を
愛
で
た
。
長
子

が
寝
乱
れ
た
姿
を
恥
じ
ら
い
「
も
っ
と
見
目
麗
し
く
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
と
、
今
朝
は
特
に
思
わ
れ

ま
す
」
と
言
う
と
、
天
皇
は
「
い
つ
も
美
し
い
と
思
っ
て
見
て
い
る
よ
」
と
言
っ
て
微
笑
ん
で
く

れ
た
、
と
い
う
よ
う
に(

下
巻)

。 

だ
が
天
皇
は
嘉
承
二(

一
一
〇
七)

年
六
月
に
発
病
、
長
子
ら
の
必
死
の
看
病
も
空
し
く
一
か
月

後
に
※
２
崩
御
し
た
。
享
年
二
十
九
。
長
子
は
そ
の
後
自
宅
で
哀
悼
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
た

が
、
翌
年
、
堀
河
天
皇
の
子
で
僅わ

ず

か
六
歳
の
新
帝
・
鳥
羽
天
皇
に
、
心
な
ら
ず
も
※
３
出
仕
す
る

こ
と
に
な
る
。
何
を
見
て
も
前
帝
・
堀
河
天
皇
が
思
い
出
さ
れ
る
ば
か
り
の
再
出
仕
だ
っ
た
。 

九
月
半
ば
の
あ
る
日
の
こ
と
で
あ
る
。
長
子
は
鳥
羽
に
「
※
４
朕ち

ん

を
抱
い
て
、
障
子
の
絵
を
見

せ
よ
」
と
せ
が
ま
れ
た
。 

 

※
５
朝
餉

あ
さ
が
れ
ひ

の
御
障
子

み

さ

う

じ

の
絵
、
１
御
覧
ぜ
さ
せ
歩あ

り

く
に
、
※
６
夜
の
御
殿

お

と

ど

の
壁
に
、
明
け
暮
れ

目
な
れ
て
お
ぼ
え
ん
と
お
ぼ
し
た
り
し
楽が

く

を
書
き
て
、
押
し
つ
け
さ
せ
た
ま
へ
り
し
笛
の
譜
の
、

２
押
さ
れ
た
る
跡
の
、
壁
に
あ
る
を
見
つ
け
た
る
ぞ
、
あ
は
れ
な
る
。 

３
笛
の
音ね

の 

押
さ
れ
し
壁
の 

跡
見
れ
ば 

過
ぎ
に
し
こ
と
は 

夢
と
お
ぼ
ゆ
る 

(

『
讃
岐
典
侍
日
記
』
下
巻
・
天
仁
元
年
九
月
十
余
日) 

 

朝
餉
の
間
の
襖
の
絵
を
お
見
せ
し
て
回
っ
て
い
た
時
だ
、
ご
寝
室
の
壁
に
、
堀
河
天
皇
が
い
つ

も
目
に
し
て
暗
記
し
よ
う
と
貼
り
付
け
て
お
ら
れ
た
、
笛
の
楽
譜
の
跡
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
見
つ

け
た
気
持
ち
は
、
言
葉
に
な
ら
な
か
っ
た
。 

今
は
亡
き
天
皇
の
笛
の
譜
が
貼
ら
れ
た
壁
の
跡
を
見
る
と
、
過
去
の
こ
と
は
夢
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。 

 

亡
き
堀
河
天
皇
は
笛
の
名
手
だ
っ
た
が
、
今
や
新
天
皇
の
※
７
内
裏

だ

い

り

と
な
り
、
楽
譜
は
剥
が
さ

れ
た
。
だ
が
長
子
は
、
痕
跡
を
見
た
だ
け
で
楽
譜
の
跡
と
わ
か
っ
た
。
し
っ
か
り
暗
譜
し
よ
う
と

熱
心
だ
っ
た
堀
河
天
皇
を
思
い
出
し
、
涙
が
あ
ふ
れ
た
。 

 

４
か
な
し
く
て
袖
を
顔
に
押
し
あ
つ
る
を
、
あ
や
し
げ
に
御
覧
ず
れ
ば
、
心
得
さ
せ
ま
ゐ
ら
じ

と
て
、
さ
り
げ
な
く
も
て
な
し
つ
つ
、
「
あ
く
び
を
せ
ら
れ
て
、
か
く
目
に
涙
の
浮
き
た
る
」
と

申
せ
ば
、
「
５
み
な
知
り
て
さ
ぶ
ら
ふ
」
と
お
ほ
せ
ら
る
る
に
、
あ
は
れ
に
も
か
た
じ
け
な
く
も

お
ぼ
え
さ
せ
た
ま
へ
ば
、
「
い
か
に
知
ら
せ
た
ま
へ
る
ぞ
」
と
申
せ
ば
、
「
６
ほ
も
じ
の
り
も
じ

の
こ
と
、
思
ひ
出
で
た
る
な
め
り
」
と
お
ほ
せ
ら
る
る
は
、
堀
河
院
の
御
こ
と
と
よ
く
心
得
ａ
さ

せ
た
ま
へ
る
と
思
ふ
も
、
ｂ
う
つ
く
し
う
て
、
あ
は
れ
も
さ
め
ぬ
る
心
地
し
て
ぞ
７
笑
ま
る
る
。

(

同
前) 

 

悲
し
く
て
私
が
袖
を
顔
に
押
し
あ
て
る
の
を
、
鳥
羽
天
皇
は
い
ぶ
か
し
げ
に
御
覧
に
な
っ
た
。

気
づ
か
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
、
私
は
さ
り
げ
な
く
ご
ま
か
し
て
「
あ
く
び
が
出
て
、
目
に
こ

ん
な
に
涙
が
浮
か
び
ま
し
た
」
と
申
し
上
げ
た
。
す
る
と
天
皇
は
「
全
部
知
っ
て
い
ま
す
」
と
仰

せ
に
な
る
。
有
難
く
も
怖
れ
多
く
も
思
っ
て
私
は
「
ど
の
よ
う
に
ご
存
知
な
の
で
す
か
」
と
問
う

た
。
す
る
と
鳥
羽
天
皇
は
、
「
『
ほ
』
文
字
の
『
り
』
文
字
の
こ
と
を
、
思
い
出
し
た
の
で
し
ょ

う
」
と
仰
せ
に
な
る
で
は
な
い
か
。
堀
河
院
の
御
こ
と
と
よ
く
お
わ
か
り
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

だ
。
可
愛
く
て
、
悲
し
み
も
薄
ら
ぐ
気
持
ち
が
し
て
、
私
は
つ
い
笑
顔
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

「
『
ほ
』
文
字
の
『
り
』
文
字
」
と
は
、
堀
河
院
の
最
初
の
二
文
字
「
ほ
り
」
で
、
こ
れ
だ
け

で
堀
河
院
を
意
味
す
る
。
彼
は
崩
御
の
五
日
後
に
「
堀
河
院
」
と
追
号
さ
れ
た
の
で
、
鳥
羽
天
皇

は
父
を
そ
の
名
で
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
～
文
字
」
と
い
う
婉
曲
表
現
は
一
般
に
「
女

房
詞

こ
と
ば

」
と
呼
ば
れ
、
現
代
語
で
も
杓
子

し
ゃ
く
し

を
呼
ぶ
「
し
ゃ
も
じ
」
や
カ
ツ
ラ
を
呼
ぶ
「
か
も
じ
」

な
ど
の
語
に
残
っ
て
い
る
。
「
堀
河
院
」
と
呼
ば
ず
遠
ま
わ
し
の
呼
び
方
を
し
た
の
は
、
鳥
羽
天

皇
が
六
歳
と
幼
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
故
人
に
配
慮
し
て
、
露
骨
に
名
を
呼
ぶ
こ
と

を
避
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
鳥
羽
天
皇
は
幼
い
な
が
ら
に
長
子
の
喪
失
感
を
見

て
取
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
壁
の
痕
跡
を
見
た
最
初
は
、
そ
れ
が
堀
河
院
の
貼
っ
た
楽
譜
の
跡
だ

と
い
う
こ
と
を
、
鳥
羽
天
皇
は
知
ら
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
だ
が
長
子
が
涙
ぐ
ん
だ
時
、
鳥
羽

天
皇
は
少
な
く
と
も
、
そ
れ
が
何
か
父
の
生
前
の
痕
跡
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
取
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
長
子
の
顔
を
じ
っ
と
見
た
。
そ
し
て
父
の
名
を
口
に
し
た
。 

思
え
ば
鳥
羽
天
皇
も
幼
く
し
て
父
を
亡
く
し
た
の
だ
か
ら
、
抱
え
た
痛
手
は
測
り
知
れ
な
い
。
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長
子
と
鳥
羽
天
皇
は
、
等
し
く
激
し
い
喪
失
感
を
抱
く
者
同
士
だ
っ
た
。
長
子
は
一
人
で
は
な
か

っ
た
。
六
歳
の
鳥
羽
天
皇
と
心
が
触
れ
合
っ
て
、
長
子
は
笑
っ
た
。
そ
れ
は
「
讃
岐
典
侍
日
記
」

に
記
さ
れ
る
限
り
、
再
出
仕
し
て
こ
の
か
た
初
め
て
の
笑
み
だ
っ
た
。 

長
子
は
、
堀
河
院
の
生
き
た
痕
跡
を
鳥
羽
天
皇
と
分
か
ち
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
。
そ

の
時
、
痕
跡
と
は
「
記
憶
」
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。
人
は
た
と
え
命
尽
き
て
も
、
遺
さ
れ
た
者

の
記
憶
の
中
で
生
き
続
け
る
。
堀
河
院
は
長
子
と
鳥
羽
天
皇
二
人
の
中
で
生
き
続
け
た
の
で
あ

る
。
長
子
は
こ
の
後
、
女
官
と
し
て
鳥
羽
天
皇
の
傍
に
仕
え
続
け
、
忠
義
を
尽
く
し
た
。 

（
山
本
淳
子
「
古
典
モ
ノ
語
り
」
） 

 

※
１ 

追
憶…

…

過
去
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
。 

※
２ 

崩
御…

…

最
高
権
力
者
が
亡
く
な
る
こ
と
。 

※
３ 

出
仕…

…

役
所
な
ど
に
勤
め
に
出
る
こ
と
。 

※
４ 

朕…
…

国
を
治
め
る
人
物
の
自
称
。 

※
５ 

朝
餉…

…

天
皇
の
日
常
の
食
事
。
朝
餉
の
間
の
略
称
。 

※
６ 

夜
の
御
殿…

…

天
皇
の
寝
室
。 

※
７ 

内
裏…

…

天
皇
の
住
居
と
そ
の
周
囲
の
官
庁
一
帯
。
特
に
天
皇
の
私
的
な
区
域
。 

  

問
一 

 
 

線
部
ａ
、
ｂ
を
そ
れ
ぞ
れ
全
て
現
代
仮
名
遣
い
の
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ

い
。 

 

問
二 

―

線
部
１
「
御
覧
ぜ
」
３
「
笛
の
音
」
と
あ
り
ま
す
が
、
誰
に
関
係
す
る
内
容

で
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

鳥
羽
天
皇 
 

イ 

堀
河
天
皇 

 

ウ 

白
河
天
皇 

 

エ 

宇
多
天
皇 

 

問
三 

―

線
部
２
「
押
さ
れ
た
る
跡
」
と
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
に
は
何
の
こ
と
で
す

か
。
口
語
訳
の
文
章
か
ら
適
切
な
部
分
を
三
十
四
字
で
探
し
て
最
初
と
最
後
の
五
字

を
書
き
抜
き
な
さ
い
。(

句
読
点
を
含
む) 

 

問
四 
―

線
部
４
「
か
な
し
く
て
袖
を
顔
に
押
し
あ
つ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
な
理
由
で
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

幼
い
鳥
羽
天
皇
に
出
仕
す
る
こ
と
が
体
力
面
で
は
厳
し
か
っ
た
か
ら
。 

イ 

鳥
羽
天
皇
の
見
た
目
や
言
動
が
亡
き
先
帝
に
非
常
に
似
て
い
た
か
ら
。 

ウ 

壁
の
跡
を
目
に
し
た
こ
と
で
慕
っ
て
い
た
先
帝
を
思
い
出
し
た
か
ら
。 

エ 

鳥
羽
天
皇
の
前
で
あ
く
び
し
た
無
礼
さ
を
厳
し
く
注
意
さ
れ
た
か
ら
。 

 

問
五 

―

線
部
５
「
み
な
知
り
て
さ
ぶ
ら
ふ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

長
子
が
抱
え
続
け
て
い
る
辛
い
思
い
の
理
由
と
幼
い
鳥
羽
天
皇
が
優
れ
た
能

力
を
も
っ
た
帝
で
あ
る
こ
と
。 

イ 

長
子
が
壁
を
見
て
作
っ
た
和
歌
の
評
価
と
亡
き
父
の
よ
う
な
政
治
を
鳥
羽
天

皇
も
行
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
。 

ウ 

生
前
の
父
の
笛
の
演
奏
力
と
故
人
に
配
慮
し
て
遠
回
し
な
女
房
詞
で
呼
び
名

を
表
現
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。 

エ 

寝
室
の
壁
を
見
て
長
子
が
涙
ぐ
ん
だ
理
由
と
目
に
し
た
も
の
が
生
前
の
父
に

関
連
す
る
何
か
で
あ
る
こ
と
。 

 

問
六 

―

線
部
６
「
ほ
も
じ
の
り
も
じ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
誰
の
こ
と
で
す
か
。
本
文

中
か
ら
適
切
な
部
分
を
漢
字
三
字
で
探
し
て
書
き
抜
き
な
さ
い
。 

 

問
七 

―

線
部
７
「
笑
ま
る
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
笑
顔
に
な
る
こ
と
に
は
ど
の
よ
う

な
背
景
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
解
説
の
文
章
か
ら
適
切
な
一
文
を
二
十
三

字
で
探
し
て
最
初
と
最
後
の
五
字
を
書
き
抜
き
な
さ
い
。(

句
読
点
を
含
む) 

 
問
八 
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
は
平
安
時
代
に
貴
族
の
女
性
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
日
記
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
貴
族
．
．
の．
女
性
．
．
以
外
．
．
に．
よ
っ
て

．
．
．
書
か
れ
た
古
典
文
学
と
し
て
最
も
適
切

な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

源
氏
物
語 

 

イ 

枕
草
子 

 
 

ウ 

更
級
日
記 

 

エ 

徒
然
草 
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最初 1 ａ 最初 A 最初

問 問 問 問 問

五 3 十一 六 B 十 二

問 ② ②

五

問 問 ｂ 問 問 問
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③ ③
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八

④ ④

氏名
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～ ～

～

問

八

受 験 番 号

問

九

【４】

～

令
和
七
年
度

小
石
川
淑
徳
学
園
高
等
学
校

入
学
試
験

（
第
一
回

）

国
語

解
答
用
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二
月
十
日

（
月

）
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